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2018 年 4月
創立 30 年を
迎 え ま す

　
学
生
の
視
野
を
広
げ
、
豊
か
な
発
想
力
を
育
む
二
つ
の
取
り
組
み
が
２
０
１
７
年
度
か
ら

導
入
さ
れ
る
。
学
部
・
学
科
の
垣
根
を
越
え
、
幅
広
い
知
識
の
習
得
が
可
能
に
な
る
「
学
科

間
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
、
経
営
学
部
３
年
次
生
が
約
半
年
、
専
修
大
学
経
営
学

部
で
石
巻
専
修
大
学
と
は
異
な
る
科
目
を
履
修
で
き
る
「
国
内
留
学
」。
本
学
の
特
性
を
生

か
し
て
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
や
向
学
心
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　「
学
科
間
ジ
ョ
イ
ン
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
理
工
、
経

営
、
人
間
の
文
理
３
学
部
７

学
科
を
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
す

る
相
互
履
修
制
度
。
来
年
度

の
入
学
者
か
ら
適
用
さ
れ

る
。

　
所
属
す
る
学
科
で
専
門
分

野
を
理
論
的
に
学
ん
だ
う
え

で
、
希
望
者
は
「
興
味
が
あ

る
」「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の

知
識
を
身
に
つ
け
た
い
」
と

考
え
る
他
学
部
・
学
科
の
専

門
教
育
科
目
を
受
講
。
卒
業

後
の
キ
ャ
リ
ア
に
役
立
つ
知

識
が
付
加
さ
れ
、
進
路
選
択

の
幅
が
広
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　
経
営
セ
ン
ス
を
持
っ
た
エ

ン
ジ
ニ
ア
や
理
科
や
英
語
に

強
い
小
学
校
や
幼
稚
園
の
先

生
な
ど
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

導
入
で
〝
頼
れ
る
〞
人
材
の

育
成
を
目
指
す
。

　
例
え
ば
…

▽
機
械
工
学
科
の
学
生
が

経
営
学
科
の
「
企
業
組
織

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
商

業
簿
記
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
基
礎
」
の
授
業
を
履

修
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス

を
磨
く

▽
経
営
学
科
の
学
生
が
食

環
境
学
科
の
「
フ
ー
ド
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
論
」「
食

品
流
通
と
品
質
保
証
」
を

学
び
、
生
産
現
場
と
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
双
方
か
ら
食
の

価
値
を
探
求
す
る
力
を
養

う▽
人
間
教
育
学
科
の
学
生

が
経
営
学
科
の
「
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
通
信
論
」「
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
論
」「
情
報

シ
ス
テ
ム
設
計
論
」
で
情

報
技
術
の
知
識
を
身
に
つ

け
、
Ｉ
Ｔ
に
強
い
小
学
校

の
先
生
に
な
る
｜
｜
な
ど

だ
。

　
体
系
的
に
理
解
す
る
よ

う
、
１
科
目
の
受
講
で
は
な

く
科
目
群
（
８
単
位
程
度
）

を
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て

履
修
モ
デ
ル
に
組
み
入
れ

る
。
尾
池
守
学
長
は
「
幅
広

い
専
門
分
野
を
カ
バ
ー
す
る

本
学
な
ら
で
は
の
学
び
方
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
大
学
の

利
点
を
最
大
限
に
生
か
し
て

ほ
し
い
」
と
語
り
、
学
生
の

意
欲
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。

17年度 二つの新制度導入
学科間ジョイント・プログラム

相
互
履
修
で
幅
広
い
知
識

　
オ
ー
ル
専
修
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
た
「
国
内
留

学
」
で
は
、
経
営
学
部
３
年

次
生
の
う
ち
、
本
学
の
推
薦

を
受
け
専
大
で
選
考
さ
れ
た

学
生
が
前
期（
４
〜
８
月
）、

３
年
次
生
半
年
間

専
大
に

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
川
崎
市

多
摩
区
）
で
専
大
生
と
と
も

に
学
ぶ
。
現
２
年
次
生
が
３

年
次
生
に
な
る
来
年
度
か
ら

始
ま
る
。

　
期
間
中
、
10
科
目
20
単
位

ま
で
履
修
で
き
、
成
績
評
価

に
基
づ
い
て
石
巻
専
大
の
単

位
に
認
定
。
専
大
の
ゼ
ミ
に

も
所
属
で
き
る
。
首
都
圏
で

の
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

は
、
自
分
を
見

つ
め
直
し
、
大
学
生
活
や
進

路
に
つ
い
て
多
く
の
刺
激
や

発
見
を
も
た
ら
す
は
ず
だ
。

▼

◀

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

実
習
に
９
人
参
加

　
大
海
原
で
自
然
を
体
感
し

よ
う
｜
｜
。
選
択
必
修
科
目

「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
Ａ
（
シ
ー

ズ
ン
コ
ー
ス
）」
の
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
実
習
が
８
月
23
日

か
ら
26
日
ま
で
、「
志
津
川

自
然
の
家
」（
宮
城
県
南
三

陸
町
）
で
行
わ
れ
、
学
生
９

人
が
参
加
し
た
。

　
安
全
確
保
や
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
基
礎
講
習
を
受
け
た

後
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
に
挑

戦
。
沖
合
１
㌔
に
浮
か
ぶ
無

人
島
ま
で
水
上
を
滑
る
よ
う

に
往
復
し
、
海
と
の
一
体
感

を
味
わ
っ
た
。

公
務
員
試
験
受
験

対
策
講
座
始
ま
る

　
進
路
支
援
係
が
主
催
す
る

公
務
員
試
験
受
験
対
策
講
座

が
、
８
月
29
日
か
ら
始
ま
っ

た
。
３
年
次
生
対
象
の
「
教

養
速
習
コ
ー
ス
」（
全
24
日

間
45
コ
マ
）
に
５
人
、
１
・

２
年
次
生
向
け
の
「
ス
タ
ー

ト
コ
ー
ス
」（
全
18
日
間
27

コ
マ
）
に
26
人
が
参
加
。
夏

期
休
暇
中
、「
基
礎
数
学
」

「
判
断
推
理
」
な
ど
１
日
２

コ
マ
ず
つ
受
講
し
た
。
専
門

学
校
と
比
べ
受
講
料
が
割
安

な
う
え
、
学
内
で
学
べ
る
た

め
人
気
が
高
い
。
両
コ
ー
ス

と
も
来
年
３
〜
４
月
に
行
わ

れ
る
仙
台
大
原
公
務
員
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
全
国
公
開
模
擬
試

験
を
無
料
で
受
験
で
き
る
。

　
９
月
５
〜
７
日
に
は
、
も

の
づ
く
り
の
現
場
や
建
築
分

野
で
欠
か
せ
な
い
Ｃ
Ａ
Ｄ

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用

し
た
設
計
製
図
）
の
ス
キ
ル

を
、
３
日
間
の
短
期
集
中
講

義
で
身
に
つ
け
る
「
３
次
元

Ｃ
Ａ
Ｄ
利
用
技
術
者
試
験
２

級
対
策
講
座
」
が
開
講
さ
れ

た
。
理
工
学
部
の
２
・
３
年

次
生
12
人
が
、
12
月
の
試
験

に
向
け
真
剣
な
表
情
で
取
り

組
ん
だ
。

　
10
月
13
日
か
ら
は
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー

受
検
対
策
講
座
（
全
８
回
）

が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
。
希

望
者
は
進
路
支
援
係
へ
。

公務員試験受験対策講座で耳を傾ける受講生

３
週
終
え
首
位

南
東
北
大
学
野
球

　
　
　
秋
季
リ
ー
グ
戦

　
南
東
北
大
学
野
球
秋
季
リ

ー
グ
戦
（
８
月
27
日
〜
９
月

25
日
）
は
第
３
週
を
終
え
、

い
よ
い
よ
佳
境
。
硬
式
野
球

部
は
５
勝
１
敗
で
同
率
１
位

と
好
位
置
に
つ
け
て
い
る
。

　
第
３
週
（
９
月
10
、
11

日
、
福
島
県
郡
山
市
・
開
成

山
野
球
場
）
で
東
北
公
益
文

科
大
と
対
戦
。
第
１
戦
は
菅

野
一
樹
（
経
営
１
・
宮
城
県

聖
和
学
園
高
）
が
見
事
な
投

球
で
完
封
し
、
２
｜
０
で
快

勝
し
た
。

　
続
く
２
戦
目
は
押
野
弘
嗣

（
経
営
２
・
山
形
県
天
童

高
）、
川
綱
壽と

し

晃て
る

（
経
営
１

・
福
島
県
会
津
農
林
高
）、

羽
賀
和
也
（
経
営
１
・
長
野

県
松
商
学
園
高
）
の
３
投
手

の
リ
レ
ー
で
逃
げ
切
り
、
４

｜
１
で
連
勝
し
た
。

　
第
４
週
（
17
、
18
日
開

催
）
の
相
手
は
東
日
本
国
際

大
。
２
０
１
０
年
秋
季
以
来

の
優
勝
を
目
指
す
石
巻
専
大

に
と
っ
て
正
念
場
の
戦
い
に

な
る
。
小
野
侑ゆ

き

宏ひ
ろ

主
将
（
経

営
３
・
宮
城
県
聖
和
学
園

高
）
は
「
厳
し
い
試
合
と
な

る
と
思
う
が
、
勢
い
は
う
ち

の
チ
ー
ム
の
方
が
あ
る
。
思

い
切
っ
て
戦
い
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

高
校
生
13
人
参
加

サ
イ
エ
ン
ス
講
座
開
講

　
小
中
学
・
高
校
生
に
科
学

の
面
白
さ
を
感
じ
て
も
ら
う

公
開
講
座
「
ひ
ら
め
き
☆
と

き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
」（
日

本
学
術
振
興
会
主
催
）
が
全

国
の
大
学
や
研
究
機
関
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。
石
巻
専
大

で
も
８
月
20
日
に
「
花
の
か

た
ち
は
ど
う
決
ま
る
？
　
遺

伝
子
か
ら
迫
る
花
の
で
き

方
」
が
開
講
さ
れ
、
理
工
学

部
の
中
川
繭
助
教
が
高
校
生

に
遺
伝
子
の
働
き
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
。

　
参
加
し
た
高
校
生
は
13

人
。
中
川
助
教
が
「
遺
伝
子

が
壊
れ
て
形
が
お
か
し
く
な

っ
た
花
を
観
察
し
、
壊
れ
た

遺
伝
子
が
何
を
し
て
い
た
の

か
考
え
て
み
よ
う
」
と
呼
び

か
け
、
高
校
生
は
ア
ブ
ラ
ナ

科
の
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
を
手

に
取
り
、
花
器
官
Ａ
Ｂ
Ｃ
変

異
体
を
観
察
。
花
器
官
の
形

成
に
遺
伝
子
が
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
考

察
し
、
発
表
し
た
。

　
理
工
学
部
生
物
科
学
科
２

年
次
生
の「
生
物
科
学
実
習
」

が
８
月
29
日
か
ら
31
日
ま

で
、
栗
駒
山
の
南な

ん

麓ろ
く

に
あ
る

花
山
青
少
年
自
然
の
家
（
宮

城
県
栗
原
市
）
で
実
施
さ
れ

た
。
前
期
の
必
修
科
目
で
48

人
が
参
加
。
到
着
す
る
と
す

ぐ
御お

駒こ
ま

山
（
標
高
５
２
２

㍍
）
登
山
道
に
向
か
い
、
小

雨
の
な
か
、
根
本
智
行
教
授

ら
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
植

生
の
観
察
や
植
物
採
集
を
行

っ
た
。

　
２
日
目
は
、
持
ち
込
ん
だ

顕
微
鏡
で
水
生
生
物
の
細
胞

分
裂
を
観
察
し
、
発
生
や
養

殖
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
最
終

日
は
御
駒
山
で
採
集
し
た
ウ

10/８(土)

９(日)

最新情報は石鳳祭実行委員会
Twitter(@isu_sekihou)
LINE(@idb1497m)で公開!!
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マ
ノ
ミ
ツ
バ
や
ヤ
マ
ユ
リ
な

ど
の
植
物
を
ル
ー
ペ
を
用
い

て
調
べ
、
形
態
を
細
密
に
ス

ケ
ッ
チ
し
た
。

御
駒
山
で
生
物
科
学
実
習

根本教授から採集した植物

の説明を受ける学生たち

顕微鏡で水生生物の細胞を観察

　
第
34
回
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
（
杜
の
都
駅
伝

10
月
30

日
、
仙
台
市
）
の
東
北
地
区
代
表
選
考
会
が
９
月
12
日
に
開
催
さ
れ
、
女
子
競

走
部
が
２
位
と
な
り
２
年
連
続
２
度
目
の
杜
の
都
駅
伝
出
場
を
決
め
た
。

２
年
連
続
の
出
場
杜
の
都
駅
伝

　「
２
０
１
６
電
気
自
動
車

エ
コ
ラ
ン
競
技
大
会

in

Ｓ

Ｕ
Ｇ
Ｏ
」（
９
月
４
日
、
宮

城
県
村
田
町
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
菅
生
）
に
理
工
学
部
機

械
工
学
科
の
川
島
純
一
研
究

室
が
出
場
。
タ
イ
ヤ
が
２
回

も
バ
ー
ス
ト
す
る
ア
ク
シ
デ

ン
ト
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
見

事
完
走
し
、
一
般
オ
ー
プ
ン

ク
ラ
ス
（
社
会
人
・
学
生
）

で
14
位
と
な
っ
た
。

　
自
作
の
電
気
自
動
車
で
１

周
約
３
・
７
㌔
の
コ
ー
ス
を

走
行
、
２
時
間
で
何
周
で
き

る
か
を
競
う
。
車
両
性
能
に

合
わ
せ
た
走
行
計
画
を
も
と

に
、
大
会
本
部
か
ら
支
給
さ

れ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
を
い
か
に

効
率
よ
く
使
い
切
れ
る
か
各

チ
ー
ム
が
し
の
ぎ
を
削
っ

た
。

　
川
島
研
究
室
の
出
場
は
今

回
で
７
回
目
。
自
動
車
工
学

コ
ー
ス
で
学
ぶ
９
人
が
大
会

に
向
け
て
車
両
作
り
と
テ
ス

ト
ラ
ン
を
行
い
、
レ
ー
ス
に

臨
ん
だ
。

参
戦
し
た
電
気
自
動
車

と
学
生
た
ち
。
左
端
は

川
島
教
授

川島研 完走 電気自動車
エコラン大会

経
営
学
部

国
内
留
学

無人島に向けパドルを漕ぐ




